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冬期季節風の予報法＊
一地域予報の立場からの一

野本　真一・田中　正清・清水千代三＊＊

　要旨：雨量予想に関するワークシートは近年かなり整備されて来た参，冬期の季節風に関する系統立つた

ワークシートは殆んど見当らない．筆者は現業で使用するのに便利な，あまり手数がかからずしかも割合有

効なワークシートを作成した．これによる適中率は大略70％位，また不適中率は10％前後である．

　1．　はしがき

　暖候期の予報が台風，梅雨など主として雨に関する現

象が主体であるのに対して，寒候期は季節風，旋風など

主として風に関する現象が大きな問題である．

　筆者は数年来，冬期の季節風予報の調査1）・2）β）を進め

て来たが，ここではこれらの結果も含めた予報用ワーク

シートを作成したので報告する．

　この調査は東京管区地域気象ハソドブック第2編のサ

ソプル調査である「山梨県における冬期季節風の予報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　み
法」の内容とほぽ同じであるが，この地域気象ハソドブ

ックは現業で実際に使用する図表が主体で，これの作成

に関する詳細は記述されていない．そこでこれを補足説

明したり，または詳細に記述したりしたいわば解説版と

も云えるものである．

　この調査は「今日季節風が吹くか，吹かないか，また

吹くとすれば何時頃から何m／s位か」と云うようにその

日の予報精度の向上と，適切な注意報，情報の発表が目

的である．そしでこの予報法の基礎になるパターソの予

報，即ち「季節風型の気圧配置になるか，ならないか」

にっいては全然ふれていない．これにつれては一般的な

天気図解析によらなければならない．

　2　基礎資料について

　この調査に関する基礎の資料は次のとおりである．

　1．使用した資料

　㈲気象庁印天，他）縮刷天気図，のAerological　Data．

偶甲府の気象原簿，園甲府で作成した天気図その他

　2．調査期間と調査対象日

＊On　the　Objective　Forecasting　of　the　Monsoon

　in　Winter．

＊＊S．Nomoto，M　Tanaka，and　C．Shimizu，甲府

　地方気象台

　一1964年1月25日受理一

1965年1月

　（1）ことわりのない限り1953年から1963年の冬期（1，

2，3月）における季節風型の日を対象とした．

　（2）季節風型の日とは

　ω地上天気図が冬型か，または冬型に近いこと，回

甲府で最大風速が10m／s以上の北よりの風か，または

日平均風速が3m／s以上の臼，囚この2条件を満足す

る日は上記11年間で381日である．

　（3）以上により冬期でも季節風型と認められない日は

調査対象から除外した．

　3．　綜観予報

　まず第1に「季節風が吹くか，吹かないか」と云うこ

とを予想する．次に吹くとすれば10m／s以上（山梨県

では異常乾燥注意報の風速に該当）または15m／s以上

（強風注意報の風速）になるかならないかを予想する．

　地上天気図は9時のものを使用したが，他の時刻の天

気図で予想する場合は位置を内外挿する必要がある．高

層天気図は前日21時のものを使用した，これは当日の

朝，当日の風の予報の参考にするためである．

　1．季節風が吹くか，吹かないか

　（1）第1図のような広域天気図の揚合は季節風型であ

る（これは季節風が吹くための必要条件である）．

　（1－a）いわゆる西高東低型で，この型では風速は地衝

』
風 にほぽ比例し，吹き始め，止み時刻は日変化の影響が

大きい．ただし強い寒気を伴う場合は継続時間は長い．

　（1－b）南岸低気圧東進型．西高東低であるが南岸の低

気圧がそのまま東進する場合で，一高気圧はやや北に片寄

り，いわゆる「かぶり型」となり風速は最も弱い．

　（1－c）寒冷前線通過型．単独で前線の通過する揚合も

あるが，多くの場合他の型と同時に起る．第1図の例は

西高東低型に寒冷前線通過型の重なつたもので，一般に

風は予想よりも強い．

　（1－d）日本海低気圧型．この場合は高気圧の張出しは

15



16

　　　　　シトα　　面昌索億

冬期季節風の予報法

　　　　　　　ハド34、2」O　　　ハ＼

＠．7轟

艦幽
・グ覧ノ

　　　　．ゴソ

1一者　南岸低栗進
32．1．4’

ヅ㌧
　　㊥函

／　　ノ　　｝　、一　＼
　　　　ヤ　　　　ペ　　　レ

、　　、）1020

　　レ

鼠

　．4
冴〆　し→

1－C　寒〉令前線

3524　1癒
　　　　　，ノ、蹴！…1

　1・虹へぐ　ノ1　　1

ノク　ノ　　1
～ρユO　　l
　　　　　　　　　　　’

卜d 日奉海伝
35、i、26　　　f　L
　　　　　　　ヤ　　　　　！歯

款黛寧
ツザ》

」ノノ　　　　ゆ
　　／－（＼／￥o〆

1一尼　　漱田沖低
ヲ6，2．1マ

H
　ノ！

1ノ　　’

！

ず

㌧
、

　、
Hノ

軸ノ　、譜

ノし

暫ゼ
、一

し

∠00

イ）〆一
‘、v（」

卜 北海道侭
33．3．3

H
lO3Q

o
tO2ρ

卸

曾
）

し

1000』

lOIO

ノ・

第1図　代表的な季節風型天気図

南に片寄り易く，いわゆる「そり型」で風は弱い．ただ

し低気圧がE及至ENE進し東北地方や北海道を抜け

発達すると，けんちよな西高東低型となり風は非常に強

くなる．この場合は低気圧の発達程度と進行方向，速度

が予報上の問題点となる．

　（1－e）秋田沖低気圧型．西高東低であるが東北地方西

岸に弱い低気圧がある場合である．この低気圧のため高

気圧の張出しはやや南に片寄り，風は予想より弱い。

　（1－f）北海道低気圧型．北海道附近に低気圧がある場

合で，低気圧の進行方向がE乃至ESEならば風は西

高東低型と同じ位強くなるが，N乃至NEでは風は殆

んど吹かない．

　（1－d），（1－e），（1－f）は低気圧の位置により分類した

もので，低気圧が1400E線を通過する時の緯度と中心

示度が一番問題である．

　なおこの分類は量的予報の補正値に使用するので良く

記憶しておく必要がある．

　⑧局地天気図

　局地天気図で第2図のように関東中部地方で等圧線が

Z字型（日本海南部一北陸一中部山岳一東海一伊豆諸島

北部）で且っ気圧傾度が大きい場合は季節風型である

（これは季節風が吹くための充分条件である）．

　このZ字型等圧線が現れると冬期以外でも北風が強く

なる．

　2．　10m／s以上または15m／s以上になるか，

いか

　｛11地上高，低気圧の位置との関係（第3図）

　10m／s以上（15m／s以上）になつた日の高，

ならな

低気圧

／
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の位置の頻渡分布で，高気圧は緯度，経度4。毎の面積，

低気EEは20毎の面積内に位置した回数から等値線を画

いたものである．高気圧のみ1956年以前は中共の資料が

ないため1957年以降の統計である．

　10m／s以上と15m／s以上を比較すると頻度分布では

殆んど差は認めらないが，中心気圧では15m／s以上の

方が高気圧で5乃至10mb高く，低気圧で10乃至20mb
低い．

怨二与・
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ことになる．これは山梨県だけの現象かも知れない）
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　　　　　第3図　高，低気圧の位置，示度

　　　　　　　　　と甲府の強風

　（2）700mbトラフの位置との関係（第4図）

　10m／s以上（15m／s以上）になった日の前日21時の

700mbトラフの位置の頻度分布である．これによると

本邦上にトラフが位置する場合が全体の80％位である．

　経度の範囲をみると15m／s以上は128。Eから155。E

（主として本邦上）であるのに対して10m／s以上では

122。Eから1600Eまでと広く，またトラフの存在しな

い例も8例ある．また一般に深いトラフ程風は強い．

ツ8一　、　　　　！’

，の　　一（7

　　　　　第5図　700mb　Cold　Coreの位

　　　　　　　　　置と甲府の強風

　（41相川の風との関係（第6図）

　甲府の風は北陸地方の風と良い関係がある．1例とし

て相川21時の風速ぐノット）と甲府の夜半から翌早朝ま

で（24時から翌朝6時まで）の最大風速とは次の関係が

ある．

相川21時の風速

鍵敬2剰

　　－4

、器

」

診D

　　　　　ノ80多
o　　　ジ　　　　z

22（ノット）以下

23～32

33以上

甲府（24～6時）の最大風速

　

ノ

9・9（m／S）以下

10．0～14．9

15．0以上

　　　　　第4図　700mbトラフの位置と
　　　　　　　　　甲府の強風

　（3）700mb　cold　coreの位置との関係（第5図）

　10m／s以上になった日の前日21時の700mbCold

coreの位置の頻度分布で，緯度，経度40毎の面積内に

位置した回数から等値線を画いたものである．

　cold　coreが瀞、卜1や沿海州にあるとき・風は吹き易く，

中心気温の等値線で10m／s以上は日本海南部から東北

地方に混んだ所があるのに対して15m／s以上では北鮮

一日本海中部一北海道に混んだ所がある．（cold　coreが

日本海中部以南に位置すると風はそれ程強くないと云う

　0．26技能点

　そこで相川21時の風向風速と甲府（21時～翌日9時）

の最大風速の関係を示すのが第6図である．この図は相

川の風から甲府の最大風速を求める図だが，風は局地性

が非常に強いので地点間の相関と云うように簡単には予

想できない（至近距離ならば別であるが）．そこでこの

図は強風が吹くか吹かないかの目安に使用する．相川9

時の風と甲府（9時～21時）の最大風速の関係も調査し

たが，21時のものより精度が良くないことと，分布も殆

んど同じなので省略する．
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　4．　時間的予報

　これは日常の予報は勿論，注意報発表にとって最も大

切なことである．このうち吹き出し時刻は寒冷前線の通

過時刻，先行低気圧の位置より大体見当つけられる．季

節風はまた日変化の影響が大きくこれも見逃すわけには

行かない．附表は甲府における吹き出し，吹き止み，最

大風速の出現時刻，強風継続時間を示すもので，これよ

り日中吹き出して前夜半に止むと云うことがかなりの精

度で云えそうだ．

冬期季節風の予報法

　　　　　　吹き・止み時刻における低気圧（第8図右側），高気圧

（左側）の頻度分布で，高気圧は緯度，経度4。毎，低

気圧は2。毎の面積内に位置した回数から等値線を画い

たものである．

　吹き止み時刻は低気圧の位置よりも高気圧の位置や張

出し方に注目すべきで，かなりけんちょな吹ぎ出しでも

分離した高気圧が日本海に入ると風は止む．また日変化

の影響が非常に大き・い点を念頭におかなければならな

い．

時　刻

吹き出し

吹き止み

伽αコ。出現

強　　風
継続時間

樋1

11

3
2

継　続　時　間

％

1～6
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9
110
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11
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23
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23
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　　（附表）　吹出し，吹き止み，

　1．寒冷前線の通過時刻と吹き出し時刻の関係

　寒冷前線の過過時刻を吹き出し時刻と考えて良い．ま

れには数時間遅れることもあるが．

　2．低気圧の位置と吹き出し時刻の関係（第7図）

　甲府で季節風が吹き出した時刻における低気圧の位置

の頻度分布で，緯度，経度2。毎の面積内に位置した回

数から等値線を画いたものである．

　一般に南岸低気圧では銚子沖，日本海低気圧では東北

地方北部に達したとき・吹き出すと考えて良い．更に普偏

的に云えば1400E線通過後吹き出すとして良い．

最大風速の時刻別出現頻度（％）と強風継続時間の出現頻度（％）
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第8図　甲府の吹き止み時刻にお
　　　　ける高，低気圧の位置

　4．気圧配置と強風継続時間の関係（第1表）

　綜観予報で分類、した気圧配置と甲府の強風継続時間を
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ノ　　ロを

示すのが第1表で，日本海低気圧型，西高東低型は長く

寒冷前線通過型，秋田沖低気圧型は短い．，この表は平均

値を示すもので，偏差がかなり大きいので目安程度に使

用する．

　　　　　第1表　気圧配置と強風継続時間

気圧配置
西高
東低

日本

海L
秋田
沖L

欝禦1協
　　　　　1

継続時間14h3・！114h5・11gh5・！113h4・ノtllh2・’18h5・ノ

　　　　第7図　甲府の吹き出し時刻に

　　　　　　　　おける低気圧の位置

3．高，低気圧の位置と吹き止み時刻の関係（第8図）

18

　5．最大風速（砺αエ），日平均風速（∂伽膿）と強風継続

時間（t）の関係（第2表）

1958～1963年冬期，甲府のすべての吹き出Lの断続時間

、とその日の日平均風速は比例しており

　　　　渉＝＝3．7zノ倣εαη一5．5

黙天気”12．1．



冬期季節風の予報法

の関係式が80％の確率で成立する。

日平均風速と最大風速は日平均風速が3乃至11m／sの

範囲内では比例しており，日平均風速6m／sが最大

風速15m／sに相当する．そこでτとして最大風速をと

り！との関係を示したのが第2表である．この関係の技

“能点は0。40である．

第2表　最大風速と強風継続時間

最大風速（m／s）蒔111

継続時間（hr） 7
以下 8

12い3い4い5

g団12115
　　　t　　　　

16い7

19128

　6．第3表は強風が24時間以上続くための必要条件を

列記したものである．

　調査期間中の該当回数は27回である．

第3表　強風が24時間以上つづくための心要条件

1．地　上
　（1）南岸L，日本海Lが三陸沖，北海道東方で発
　　達，ゆつくりNE進．
　（2）けんちよな季節風型気圧配置がつづく．

．2．上　層

　（1）500mb強風帯が39。N以南（1400Eに於て）．

　　特に関東から東北地方南部（34～39。N）にある

　　こと．
　（2）メァソダーが強い．

　（3）けんちよなトラフが通過する．

　（4）500mbのL（coldvortex）が49。N以南を通
　　過．

　（5）700mb　cold　coreが満州東部から沿海州にあ

　　る．

　この表のうち，地上天気図では西高東低型がけんちよ

であること，上層では強風帯が39。N以南にありメァソ

ダーが強いことが有力な目安になる．

　7．吹き出し時刻の地点間の相関

　甲府の吹き・出し時刻一輪島の吹き出し時刻＋5．5時間

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（±2時間）

　　　　　　　　　　＝御前崎の吹ぎ出し時刻＋3時間

　5．　量的予報法

　単に地上の高，低気圧や上層のトラフ，cold　coreな

ど天気図解析の結果と風との関係はすべて統計的に云え

ることで，その間には直接理論的な関係はない．例えば

西高東低型になると等圧線が混んで地衡風が強まると

か，気圧配置が急変すると変圧風が強まると云うよう

に，天気図解析の結果が直接風に結びつくのでなく，そ

の間に理論的なうらずけが介入している．

　理論的4）には

19
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　ω風は気圧傾度に比例すると云う地衡風（傾度風）

の考え方

　回風は気圧配置の変化により生ずると云う変圧風の

考え方

　囚二層間の温度差による温度風

　目地形の影響である山越えの風山谷風，海陸風など

　嗣運動学的な風速差と相対うず度との関係

などが考えられる．

　また統計的には，気圧配置，寒気，ジェットなどと風

の関係にっいては既に普偏化しているのでここでは述べ

ないが，1例として寒気と風が密接な関係にあることを

示そう．

　甲府1，2月の毎日の最低気温の平均値と1，2月の季

節風型の日数，突風率（＝瞬間最大風速÷最大風速）は

1953年から1963年の11年間の統計では負の相関があり，

相関係数は夫々一〇．62，一〇．81となつている．これか

ら寒気は瞬間最大風速と良い関係があると云えそうだ．

　綜観予報により吹くと予想されたら量的予報を行う．

ここでは最大風速（10分間平均の伽αz），瞬間最大風速

（∂9幅），日平均風速（∂り冗θαのを対象にしており，前日

21時の資料より当日（6時～24時）の風速を予想するも

の（現在の放送スケジユールでは朝8時すぎまでに入手

できる資料を使用するもの）により朝最初の予想をす

る．次に正午前に当日9時の資料より主に日中（9時～

21時）の風速を改めて予想しなおす（11時頃までに入手

でぎる資料を使用するもの）．前者は主として統計的に，

後者は理論的から求めた気象変数を使用している．又日

平均風速は1日1回9時の資料よりその日の風速を予想

する濁

　1．最大風速（伽・・。）の予想法

　（1）前日21時，500mb強風帯と当日（6時～24時）甲

府の伽αωの関係（第9図）

　ジェットと地上天気図が密接な関係にあることは良く

知られているが，ここではジエットの代りに500mbの

強風帯を用い，140。Eにおける強風帯の緯度（位置）と

風速を気象変数とし，これに強風帯の走向と地上気圧配

置による補正をしで砺傭を求める．

　図の作り方は散布図による方法5）を用い，図から求め

られた値（∂。のと実測値（∂伽）の差を∂副で除した

ものを強風帯走向の方向別に合計し平均したものが走向

による補正係数である．気圧配置による補正係数iもまた

以下の各図のものも同じようにして求めた．

　この図からの結果と使用法を述べると，
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第9図　500mb強風帯と甲府の
　　　　最大風速

　ω強風帯が39～43。Nにあるときが∂mα記は大きい．

また強風帯の風速が大きい程一応は∂m・・。も大きいが，

37～43。Nでは殆んど関係はない．

　回強風帯の走向がSWのときは∂副より∂。bsが大

き・く，NWでは小さい．これは次の理由からである．

SWではけんちよなトラフが本邦上にある場合が多く，

またNWでは極ジエットはシベリヤ北部から北海道方

面に走り，地上では移動性高気圧となることが多い．

　囚気圧配置の判別困難な場合はこの補正はしない方

が良く走向による補正のみ行う．二つの補正は同時に行

う．例えば強風帯の走向がNW気圧配置が日本海低気

圧型の場合は（一10）＋（一10）＝一20％とする．

　目この図を使用しての適中率（∂副～∂・b8＝2m／s以

内）は71％，不適中率（4m／s以上）は7％である．

　130。Eにおげる強風帯にっいても以上と同じような調

査をしたが結果は良くなかった．　　　　　　　冒

　（2）138CEにおける低〔気圧の示度，進行速度と甲府の

伽απの関係（第10図）『

　けんちょな季節風は低気圧の通過に伴う場合が大部分

で，甲府で∂肌α¢が20m／s以上となったのはすべて発

達した低気圧の通過後に起っている．強風が吹くために

は本邦上で等圧線が南北に走り，気圧傾度の大きいこと

が必要であるから，強い低気圧が発達しながらゆっくり

N　E進すれば風は強いことになる。

　第10図は調査期間中本邦の南岸を通過した51個の低気

圧により作成したものである．この図は1380Eにおい

て30～35。Nの間を通過する低気圧にのみ使用できる．

後24時間中心示度変化が予想困難な場合はこの補正はし

ない．これによる適中率は55％，不適中率は15％であ

る．

　また日本海側通過の低気圧についても調べたが，進行

方向，速度，中心示度変化とは殆んど関係なく，僅かに

138。Eにおけ・る示隻のみ多少関係があった．（∂mαコじが10

　or＿、　　　B8。EのLの中心示度

20

違行方向補正
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　　　　　第10図　低気圧と甲府の最大風速

m／s以上になるためには低気圧の示度は1000mb以下〉

　（3）当日9時（輪島一甲府）気圧差，（松本＋東京一2

×甲府）気圧差と甲府（9時～21時）の伽α¢の関係3〉

（第11図）
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第11図　地上気圧差と甲府の最大

　　　　風速

　季節風時には関東中部地方では等圧線の走向が南北に

立っているので地衡風（∂9），相対うず度（（9）は

　　　　吻㏄（輪島一甲府）気圧差

　　　　匂鍍（松本＋東京一2×甲府）気圧差

　山越えの風は山頂で山脈に直角の風に比例する．日本

アルプスの山頂はほぽ700mbに相当し山脈の走向は

NNEからSSWなので直角方向はWNWとなる．故に
　　　　山越えの風cc輪島700mbの風のWNW成分

これらを気象変数として作成したのが第11図でこれによ

る適中率は55％，不適中率は15％である．

、天気”12．1．



冬期季節風の予報法

　なお季節風時における時刻別の風速，気圧差の1956年

から1960年の5年間の平均値は次のとおりである．

時　刻

甲府の風速

（輪島一甲府）気圧差

（松本十東京一2・甲

府）気圧差

3

　3．3

十2．8

十〇．9

9 15

　4．21　9．3

十3．3一十7．O

十1．2 十3．7

21

　4．1m／s

十4．Omb

十2．4mb

　（4）当日9時の850mb，輪島前12時間気温差，（館野一

輪島）気温差と甲府（9時～21時）の伽α∬の関係3）（第

12図）

　ロじ

　　　　一」LL＿．
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第13図 700mbワジマ気温，強風
帯と甲府の突風率

第12図　850mb気温差と甲府の

　　　　最大風速

地上気温は地形その他の影響が大きいので，代りに850

mbの気温変但を使用する．すなわち

　　　　△T
　　　　　　㏄850mb輪島前12時間気温差
　　　　△渉

　　　　△T
　　　　一㏄850mb（館野一輪島）気温差
　　　　△s

　気圧配置による補正は判別困難な場合はしない方が良

い．またこれによる適中率は61％，不適中率は13％であ

る．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1

　2．瞬間最大風速（∂9臨）の予想法

　（1）前日21時，輪島700mbの気温，500mbの強風帯

の緯度と甲府（6時～24時）の突風率の関係（第13図）

　　　　突風率＝∂9制／伽αの

　と定義する．従って

　　　　予想伽α¢×突風率＝予想∂9臨

　となる．

　突風率が寒気と良い相関があることは既に述べたが，

寒気の目安として輪島700mbの気温をとった（500mb

より700mbの方が良好）．また綜観解析の結果強風帯が

本邦の南にあると伽α¢は小さいが∂9掘は比較的大き

く，逆に400N以北にあると∂鵬α灘は大きいが∂9制は

比較的小さいことがわかった．また130，140。Eいずれ

の強風帯の緯度でも調べたが130。Eはあまり良い結果

でなかった．

　（2）当日9時の850mb，輪島前12時間気温差，（館野一

輪島）気温差と甲府（9時～21時）の∂9慰の関係3）（第

14図）
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第14図 850mb気温差と甲府の

瞬間最大風速

　各気象変数の説明は前節（4）と同じだが，∂9翻は寒

気と良い関係があるので，気温を使用した理論的な気象

変数を使用した．補正の仕方は今迄の図と全く同’じよう

だが9時700mb輪島の気温による補正をみてもわかる

ように気温の低い程∂9掘は予想より大きくなる．

　これによる適中率（3m／s以内）は65％，不適中率

（5m／s以上）は17％である．

　3．　日平均風速の予想法2）（第15図）
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これによる適中率（2m』s以内）は85％である．

　4．県内各地域の風の予想

　季節風時の流線図から県内を7小区域に分割し，これ

ら小地域の風力を求める次の2図表がある（図省略）・

　（1）甲府の最大風速と各地域の最大風力の関係．

　⑧等圧線の走向と各地域で風力5以上になる確率

　6．　結　び

　以上をまとめたのが附図のワークシートである・

　風は地域性が非常に大きいので，ここで採用した気象

変数や結果がすべての地方に適用できるとは考えられな

い．どの地方でも季節風が吹くのに適した等圧線の恰好

（主として走向）があるわけで，この等圧線の恰好を適

当な気象変数から予想すれば良いわけである・

　この調査にあたり色々と御指導いただいた樺沢台長，

関技術課長，また資料の作成に協力していただいた山

本，向山，高橋の各技官に深く感謝します・

x3・為鵬才2

　　　第15図

　　　　　　矛1，甘2ふらZ（むr畑べ）

甲府の日平均風速を求める図

　甲府D日平均風速（びηzcα。）と関係のある気象変数と

して次の6変数を採用した．観測時刻は9時である．

ω低気圧の位置2）（§3－2一（1）参照）

（・）輝前崎の風のWNW成分1）

　囚（松本＋東京一2X甲府）気圧差3）

　目（輪島一甲府）気圧差3）

　園700mb輪島の風のWNW成分3）

　8輪島500mbの気温2）
以上の変数を図式相関法5）により1次のように結び付け
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